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海外インフラ展開人材養成プログラム ～ 令和２年度 募集要領 ～ 

(web 会議システムでのオンライン研修) 
 
 
■プログラム設置の背景 
 
 人口減少や少子高齢化が進む我が国において、海外の旺盛なインフラ需要を取り込むことは成

⾧戦略の柱となっており、政府ではインフラシステム輸出を推進している。 
 
 一方で、海外のプロジェクトにおいては契約制度、商慣習、技術規格や思想の違いなど、様々

なリスクも存在、プロジェクトを担うことができる人材が不足しており、人材養成が急務とな
っている。 

 
 このような背景を踏まえ、海外インフラ展開に関わる産官学が連携し、令和元年 9 月に第１回

「海外インフラ展開人材養成プログラム」を開催した。今回は、昨年に引き続き第 2 回目の開
催である。 

 
■プログラムの概要 
 
海外において、鉄道や道路などの交通事業や上下水道等のインフラプロジェクトを担う建設コンサ
ルタント、コントラクター、事業者、官公庁等の技術系・事務系の人材を対象として、海外インフ
ラプロジェクトに関して経験豊富な実務経験者や学識者等が講師となり、世界各国のプロジェクト
の現場で活躍できる基礎的能力を付与することを目指して実施します。 
 

プログラムの目標 
 
・海外でインフラ事業を展開する際の基礎知識の習得 
・実務者の経験に基づく実践的な演習を通じた課題解決スキルの習得 
・様々な業種の人材が参加・交流することによる俯瞰的で広い視点の獲得及び 

  ネットワークの構築 
 

受講対象者 
 
政府系機関、建設コンサルタント、コントラクター、インフラ事業者等において実務経験のある
職員で今後海外インフラ事業に関する業務を担当する予定の者（技術系、事務系不問） 

 
研修実施体制（予定） 
 
主  催：一般社団法人 計画・交通研究会 
監理運営：海外インフラ展開人材養成プログラム運営委員会 ※次ページ参照 
事務運営：八千代エンジニヤリング株式会社 
後  援：国土交通省 

国立大学法人 政策研究大学院大学 
国立大学法人 東京大学 大学院工学系研究科 

協  力：公益社団法人 土木学会 
一般社団法人 国際建設技術協会  
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プログラムの内容 
 
プログラムの全体構成 ※令和２年度のプログラムは別紙1 参照 
 
  海外インフラ展開一般 
  プロジェクトの案件形成、プロジェクトサイクル 
  プロジェクトの実務（ファイナンス、契約、プロジェクトマネジメント、リスク対応） 
  スコープを拡張する有識者による講義 

 
プログラムの形式 
 
  実務的な知識を学ぶ講義 
  実践的な演習やケーススタディ（グループワーク） 
  社会経済・文化的な知見を学ぶスコープ拡張講義 

 
■令和２年度 開催概要・募集要領 
 

研修期間 
  令和２年 9 月 14 日（月）～9 月 18 日（金） 平日 5 日間（9:00-18:00 若干の変動あり） 
  ※一部の講義については、9 月7 日（月）から録画された講義の視聴プログラムを開始予定です。 
 

会場 
新型コロナウィルス感染拡大防止のため、全期間 web 会議システムを利用したオンライン 
方式を採用します。 

  ※令和3 年3 月31 日までに集合イベントの実施が可能になれば、別途会費制の懇親会等を開催する 
予定です。 

 
募集期間 

  令和２年 7 月 30 日～8 月 25 日 
  ※募集要領は、計画・交通研究会のホームページ（http://www.keikaku-kotsu.org/）にも掲載します。 
  

海外インフラ展開人材養成プログラム 

※ 海外インフラ展開人材養成プログラム運営委員会 
 

委員⾧  政策研究大学院大学 教授           家田 仁 
相談役  東日本高速道路㈱ 代表取締役 専務執行役員  森 昌文 
副委員⾧ 東京大学 教授                小澤 一雅 
〃    国土交通省 技監                山田 邦博 
〃    国土交通省 海外プロジェクト審議官       石原 康弘 
〃    日本工営㈱ 参与                 作中 秀行 
〃    鹿島建設㈱ 海外土木事業部 特別参与       田中 利春 
〃    東日本旅客鉄道㈱ 常務執行役員 熊本 義寛 
特別顧問 政策研究大学院大学 教授                   森地 茂 
〃    日本工営㈱ 相談役               廣瀬 典昭 

 
この他、国土交通省、国際協力機構、日本コンサルタンツ㈱、東日本旅客鉄道㈱、東京地下鉄㈱、 
日本工営㈱、八千代エンジニヤリング㈱、㈱オリエンタルコンサルタンツグローバル、鹿島建設㈱、 
清水建設㈱、五洋建設㈱、㈱大林組、大成建設㈱、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、 
成田国際空港㈱、日本空港ビルディング㈱の委員から構成 
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定員 
 ３５名 

  ※申込者多数の場合、できるだけ多くの企業等からの参加をお願いしたいこともあり、委員会にて受講
者を調整させていただきます。予めご了承ください。調整結果は、8 月31 日までに通知します。 

 
受講料 

１５０，０００円（テキスト代含む、消費税込み１６５，０００円） 
  ※お支払い方法は申込締め切り後にご案内します。 

※令和2 年9 月10 日までに計画・交通研究会へ振り込みをお願いします。 
※令和2 年9 月1 日以降は受講者側の事情によるキャンセルはできません。ご注意ください。 
※大規模災害等のやむを得ない事情で研修全体を中止する場合には、実費相当分のご負担をいただく 

場合があります。 
 

応募要件 
(1) 政府系機関、建設コンサルタント、コントラクター、インフラ事業者等において実務経験の

ある職員で今後海外インフラ事業に関する業務を担当する予定の者（技術系、事務系不問） 
(2) 対象年齢：30 歳～45 歳程度の年齢層を推奨します。 
(3) 使用言語：日本語（英語で実施するプログラムがあります。通訳はありません。） 
(4) 海外経験不問 
(5) zoom による web 会議システムに参加できること。パソコンおよび⾧時間連続でビデオ会

議が可能なインターネット通信環境が整っていること。 
※本プログラムでは、事務局が有償ライセンスを保有するzoom を使用します。 

(6) オンラインでクラウドのホワイトボードを使うため、2 台のパソコンモニターを推奨しま
す。（モニター1 台でも受講可能） 

(7) MP4 形式の動画視聴ができること。（Windows Media Player 12 以降で視聴可能） 
※(5)～(7)の視聴環境は受講者側で準備をお願いします。 

 
修了証 

  修了者には、修了証を授与します。 
 

注意事項 
(1) 配信される映像等の録画・録音、ダウンロードは禁止します。 
(2) 配信された映像及び資料類の再配信は禁止します。 
(3) 受講場所は自宅／職場等任意です。（ただし、周囲の雑音、音声等に注意。ヘッドセットの

利用を推奨します。） 
(4) 主催者側の都合やトラブルにより⾧時間中断又は休講となる講義については、努めて主催

者側で代替措置を講じる予定です。受講者側のご都合やトラブルにより受講できなかった
講義については、主催者側では責任を負いかねます。 

(5) 研修の状況は、記録及び今後の研修内容改善のため、録画させていただきます。 
 

申込方法 
別紙のエクセル様式に必要事項を記入して、そのままエクセル様式で送信してください。 

海外インフラ展開人材養成プログラム 
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事務局（申込先・お問合せ先） 

〒111-8648  東京都台東区浅草橋 5-20-8 CS タワー 
八千代エンジニヤリング株式会社 事業統括本部 海外事業部 
（担当：藤井克巳、金子花観） 
TEL:  03-5822-2609  FAX: 03-5822-2791 
Email: infra2020@yachiyo-eng.co.jp 
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別紙1 
●研修プログラム（令和２年度） 
 

講 義 名 講 師 （予定） 
■基調講演 

発展途上国でのインフラ展開の基礎知識 政策研究大学院大学      森地 茂 
■スコープ拡張講義 

視野の拡張と自己相対視 政策研究大学院大学      家田 仁 
 国際政治と海外インフラビジネス 政策研究大学院大学      田中明彦 

比較宗教の視点から世界を見る 東京大学                藤原聖子 
 契約観・訴訟観の国際比較  西村あさひ法律事務所    梅林 啓 

ユーラシアダイナミズムをどう読むか 多摩大学                 寺島実郎 
■海外インフラ展開一般 

国際プロジェクト論 東京大学           小澤一雅 
 インフラシステム海外展開 国土交通省         川村謙一 
 ODA：概論とインフラ・プロジェクト（仮題） 国際協力機構        平良 靖 
■案件形成、プロジェクトサイクル 
 プロジェクト組成、案件形成（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｯｼｮﾝ） 日本工営㈱        深沢信一 
■プロジェクト実務 
・ファイナンス 

事業費積算、経済分析 （講義、演習） 八千代エンジニヤリング㈱ 堀井俊明 
インフラプロジェクトのスキームとファイナンス 
（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｯｼｮﾝ） 

アジア開発銀行研究所   K.E.シータラム 

・契約 
 契約概論 八千代エンジニヤリング㈱ 二宮康郎 
・マネジメント 
 プロジェクトマネジメント概論 日本工営㈱         高橋義和 
 海外インフラプロジェクト実務概論 鹿島建設㈱         高瀨健三 
 三者関係  （ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ） 日本工営㈱         西野 謙 
 契約（クレーム、EOT、Variation 等）（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ） ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ   星 弘美 
・リスク対応 
 リスクマネジメント（抽出）（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｯｼｮﾝ）  鹿島建設㈱         大西一宏 
 ケーススタディ～東南アジア某国の事例～ ㈱大林組          萩原正雄 
 リスクマネジメント（対応）（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｯｼｮﾝ） 鹿島建設㈱         大西一宏 
■事例紹介 
 べトナムにおけるまちづくり 東急㈱           古川 卓 
 海外鉄道プロジェクトと日本の経験・技術の活用 日本コンサルタンツ㈱    秋山芳弘 
 新ウランバートル国際空港供用に向けた技術支援から見た

成功例と課題 
成田国際空港㈱       山本 裕 

 インドの建設プロジェクトの現状 
～インド・メトロ事業を例に取って～ 

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ   阿部玲子 

 建築業界における海外案件（仮） ㈱日建設計         田中 亙 
 海外インフラPPP 事業者のリスクマネジメント 二宮技術士事務所      二宮孝夫  

※プログラムは、講師や主催者の都合で変更する場合があります。 
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別紙2 

令和元年度実施プログラムの概要 

日程： 
令和元年９月２日～１３日（平日１０日間） 

受講者： 
 ２９名  ※平均年齢３６歳（２９～４５歳） 

コントラクター等９名、建設コンサルタント７名、 
インフラ事業者７名 政府系機関 ２名、 
政府機関（オブザーバー）４名 

カリキュラム： 
 講義名 講師 ※敬称略 

基調講義 ・歴史から学ぶ国際プロジェクト 日本工営㈱ 廣瀬 典昭 
特別講義 ・価値観の多様性と自らを相対視する勇気 

・通説を疑ってみる勇気 
政策研究大学院大学 家田 仁 

・契約観・訴訟観の国際比較 学習院大学 大村 敦志 
・比較文化・比較宗教の視点 東京大学 杉田 英明 
・国際政治と海外インフラビジネス 政策研究大学院大学 田中 明彦 
・ユーラシアダイナミズムをどう読むか 多摩大学 寺島 実郎 

基幹講義 ・国際プロジェクト論 東京大学 小澤 一雅 
・ODA 国際協力機構 小島 岳晴 
・プロジェクト概論、ODA 国際協力機構 金 哲太郎 
・インフラシステム海外展開 国土交通省 川村 謙一 
・ファイナンス論 みずほ総合研究所 寺村 隆男 
・契約概論 八千代エンジニヤリング㈱ 二宮 康郎 
・プロジェクトマネジメント概論 日本工営㈱ 高橋 義和  
・海外インフラプロジェクト実務概論 鹿島建設㈱ 髙瀨 健三 
・異文化理解 五洋建設㈱ 松本 英嗣 
・異文化理解 五洋建設㈱ Ong Ai Bin 

応用講義 ・事業費精算、経済分析 八千代エンジニヤリング㈱ 堀井 俊明 
・海外プロジェクトにおける文書作成・管理 清水建設㈱ 松田 道雄 

プロジェク
ト講義 

・異業種チームによる新ビジネスへの挑戦 ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ (株) 玉木 宏忠 
・異業種チームによる新ビジネスへの挑戦 ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 加藤 宏承 
・ケーススタディ~東南アジア某国の事例~ ㈱大林組 萩原 正雄 
・海外鉄道プロジェクトと日本の経験・技術の活用 日本コンサルタンツ㈱ 秋山 芳弘 
・新モンゴル国際空港供用に向けた技術支援から見た成功例と課題 成田国際空港㈱ 吉田 典史 
・海外インフラPPP 事業者のリスクマネジメント 二宮技術士事務所 二宮 孝夫 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

・契約（クレーム、EOT、Variation 等） ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 星 弘美 
・リスクマネジメント（抽出・対応） 鹿島建設㈱ 大西 一宏  
・インフラプロジェクトのスキームとファイナンス アジア開発銀行研究所 K.E.シータラム 
・プロジェクト形成、案件形成のグループディスカッション 日本工営㈱ 渡辺 昭文 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 

・三者関係のケーススタディ 日本工営㈱ 西野 謙 
・契約（基礎） ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 山内 順  
・紛争解決 大成建設㈱ 傳 暁 

 
受講生を対象にしたアンケート結果： 

⇒９割以上が「本プログラムに満足」、「人的ネットワークが形成できた」との回答 


